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ベンジャミン・ブランクリン

一一一アメリカ啓蒙の起源一一

回 中 秀夫

I 職人から思想家へ

それぞれの地域や閣の啓蒙にはたいてい啓蒙の父というべき患想家がし、る O

また思想家や学問芸術を庇護するパトロン一一一王室や貴族，富豪，あるいは財

も存在する九啓蒙の父と言うべき人物としてあげられるのは，

イングランド啓蒙における口ックや，オランダの啓蒙におけるスピノザやグロ

ティウス，フランス啓蒙におけるデカルト，あるし、はヴォルテールやモンテス

キュー，そしてスコットランド啓蒙におけるハチスンまたはケイムズである O

ケイムズ -地主として自らがスミスなどのパトロンでもあった。

蒙思想家の思想傾向は保守から で多様であり，物質的，階級的基盤も多

様であるから，また彼らが追究する価値と思想はデ・ファクトの体制や所与の

伝統と対立する傾向があるから，思想家とパトロンの関係は案外複雑である。

パトロンとプロテジェの間には単純な支配一服従の関係とは限らない。

パトロンとしては，いうまでもないことだが，王室や貴族が際立っている O

フィレンツェのメテゃイチ家はあまりにも有名である O イングランドではホップ

ズのデヴオンシャ一公爵，ロックのシャーフツベリは有名である O スコットラ

ンドにはアーガイル公爵， ピュート卿，ダンダスといった人物がし、てパトロン

となっ?こO ビュームにはセント・クレア コンウェイ ハーフォード

1) Griffin， Dustin， Literaヴハltronαgein England 1650-1800， Cambridgε u. P.， 1996. Edward 

G. Andrew， P，αtrons of Enlightenment， Toronto U. P.， 2006 などの研究がある O
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g~IJ などの庇護者がし、たし，スミスはパックルー公爵家との関係がよく知られて

いる O イングランドではプライスやプリーストリを庇護したシェルパーンが有

名である O アイルランドのモールズワースはトランドを支援した。

ドイツにおいては啓蒙の父は，ライブニッツであろうか，あるいはカントと

見なすべきであろうか。パトロンとしてはフリードリヒ大王が筆頭であろう O

フリードリヒは自ら『反マキャヴェッ 1)jを著した啓蒙思想家で、あったが，

ヴォルテールなどの庇護者であった。庇護者にとって思想家の国籍などはしば

しば二の次であった。ロシアのエカテリーナもまた学問の振興のために外国か

ら啓蒙思想家を招聴しようとした。デイドロやベンサムがそうである O この種

の例は他にも多数あげることができる O このように，啓蒙にはナショナルなア

イデンティティが強く現れる場合もあれば，コスモポリタンである側面もある O

18世紀のアメリカは依然として大ブリテンの辺境にすぎなかった。しかし，

いまだ植民地であったアメリカにも，フランクリンのような，イングランド，

スコットランド，フランスの啓蒙思想家と広く交流する典型的な啓蒙知識人が

していた。 国アメリカには有名なパトロンはし、ないが，植民地社会

自体がパトロンの役割を果たした。ニュージャージーの長老派がプリンストン

大学にウイザースプーンを招聴した場合などは，そのような事例である O

40年にわたってフイラデルフィアを拠点にして，職人，商人，思想家，政治

家として活躍したフランクリンはまさにアメリカ啓蒙の父というべき存在であ

るO フランクリンは，階級的出自も異なれば知識人としてのタイプも異なるも

のの，その守備範囲の広さからも長い活動期間からも，スコットランド啓蒙に

おけるケイムズ卿に比すべき人物であった。フランクリンは実際にケイムズ剰

と親密な交流をしてもいた。

フランクワン抜きには啓蒙都市フイラデルフイアの発展を考えることもでき

なければ，アメリカ啓蒙を思い描くことも困難である O フランクリンはアメリ

カのために活動することによって大ブリテンの臣民として貢献しているつもり

であった。フランクリンにとって，アメリカもペンシルヴァニアも，パトリで
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ありネイションである以上にプロヴインスであった。アメワカ啓蒙を代表する

ブイラデルフイアのアメリカ哲学協会はフランクリンの肝いりで

できたものである O それは王立協会やダプリンの哲学協会を意識していたが，

むしろエデインパラの選良協会や哲学協会に対応するものと見なしたほうがよ

いだろう O そしてアメリカ啓蒙の一特徴は，スコットランドと同じく，大学が

として機能したことにある O

ペンシルヴァニアに自由を求めたウィリアム・ベンという先駆者がいたとす

れば，フイラデルフイアには，政治家，学者，パトロンとして啓蒙を準備した

ジェイムズ・ローガン (James Logan， ?-1751) もいた九啓蒙思想家ブ

ランクリンには先駆者がし、たのである O クエーカーのウィリアム・ベン

チャールズ 2世から領主権を得て入植した土地を「シルヴァニアJ(シルヴァ

は森を意味する)と名づけた。それにペンの名がついたのである o 1682年

れ州都となったフイラヂルフイアは，やがて北部13州の政治経済の中心と

なるとともに，独立革命の象徴ともなった。その州議会議事堂で1776年 7月

が採択され，自由の鐘が鳴らされたのであり，以後1790年から

1800年までは合衆国連邦の首都ともなった。

フランクリンが当地にきたのは1723年である O この年にスコットランドでは，

アダム・スミス，アダム・ファーガスン，ジョン・ウィザースプーンなどが生

まれた。 はジョン・ヒュームやアレグザンダー・カーライルが生れてい

るO カントがドイツで生まれるのはその翌年である。

やがて親交を結ぶケイムズ郷 (HenryHome， Lord Kames， 1696-1782) より

10歳年少，デイヴイッド・ヒュームより 5歳年長であるべンジャミン・フラン

クリンは， 1706年にボストンの蝋燭鹿の子として生まれ，厳格なピューリタニ

ズムの環境で育ち，正式の学校教育は 2年しか受けられずに， 12識で時遣いの

2) コマジャーはローガンをイングランド啓蒙のパトロン，探検家やプラント・ハンターの支援者

ジョージブ・パンクスに対);I5、する人物だとしている o Commager， Henry Steel， The Emjうireof 

Reasoll: How EurojうeImagined and America Reali，zed the Enlightenment， Weidenfeld and 

Nicolson， 1978， pp. 4-6. 
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兄の経営する印刷屋の徒弟となった。信教の自由を許したフイラデルフィアは

急速に発展を遂げつつあった。印刷，出版，新開業で先駆的であったこの都市

は病院や慈善施設でも先進的であり，アメリカが誇る国際的な文化都市になり

つつあった。

徒弟修業に満足できなかったフランクリンは， 1723年にフイラデルフィアへ

と出奔し，その翌年にはロンドンヘ渡った。時に大ブリテンはウォルポールの

時代であって，政治経済の繁栄と言論出版の自由に支えられた文運の隆盛にロ

ンドンは賑わっていた。そうしたロンドンでフランクリンは印刷職人として働

き， 1725年にはマンヂヴイルと出会った。フランクリンには，マンデヴィルは

ひょうきんな愉しい人物に思われたらしいヘ『ぶんぶんうなる蜂の巣』と題す

る風刺詩として1705年に刊行された小著から成長して改題された

は，上流の洗練を大衆化しようとしたアディスンとスティールの『スベクテイ

タや，反政府の論簡を張ったトレンチヤードとゴードンの『カトーの手

紙Jとともに，オーガスタン時代(広義に18世紀前半を指す)を代表するユ

ニークな書物である O ウォルポールの平和は腐敗政治を伴い，体制を擁護する

コート派(宮廷二二政権)と政府批判を精鋭化するカント 1)派(在野口地方)の

論争が激しく展開されていたから，若いフランク 1)ンがそのような論争に無関

心であったとは考えにくいが，今は推察の域を出ない。

r~恵の起源の考察」などの解説がつき， r蜂の寓話j と改題して本格的な社

会批評の審物として刊行されたのは， 1714年であった。 1723年に

と断じる「慈善学校論jと「社会の起源Jの 2縞を加えた増檎版が出

た。この版こそマンデヴィルが真に注目されるに至ったものであって， ミドル

セックス大陪審が本書を世に荒廃をもたらす悪書として槍玉にあけマンデ

ヴィルが弁明するという「モラルJをめぐる応酬が始まっていた。翌年にはマ

ンデヴイル自身の弁護論を収録した円、わゆる第 3版J(実際には第 4版)が

3) Houston， Alan， introduction to his ed. Franklin， The Autobiography and Other Writings on 
Politics， Economics，αnd Virtue， Cambridge U. P.， 2004， p. xxvi. 
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刊行され， 論争がいまだ世間を賑わしていたのであった。エミグ

レ知識人で、医師のマンデヴィルは，当時のロンドンと大ブリテンの臨業社会を

鋭く風刺したものの，全体としては，社会の腐敗・悪徳を描写しながらも，現

として是認する体制側のイヂオローグであり，コート・ウイッグで

あったから，この告発は宗教とモラルの側のものであった。

こうした喧騒のなかで，フランクリンは，大都会(文化都市)ロンドンのク

ラブやコ…ヒ…ハウスでの知的交友を楽しんだものと思われる O フランクリン

は，この年に f自由と必然を論ずjを刊行している O

1726年にフイラデルフイアに戻った20歳の印刷職人フランクリンは，ケイ

マー印刷所に加わり，その翌年には職人仲間とクラブ「ジャント…J(結社)

を結成した。 1729年に印刷展として独立した彼は『ペンシルヴァニア・芳、ゼッ

ト』を買収して，紙閣を刷新するとともに， 1732年には暦の出版に着手し，

しいリチヤードの潜J(1733-1758)で成功した。デフォーを尊敬していた

フランクリンが倹約と自己教育の精神を説いたことはあまりにも有名である O

こうした産業的成功を基礎に，ブランクリンは，新興の実業家として，仲間

と協力して， 1730年に組合図書館， 1736年に消防組合， 1743年にアメリカ

協会， 1751年にフイラデルフィア学院などを作る一方，やがて力点を科学技術

の研究と政治活動に移す。 1741年に空気の流れを応用した「フランクリン・ス

トーブJを発明したのち電気の研究を始め， 1751年には f電気に関する実験と

を出版し，避雷針を提案した。凧の実験によって雷の稲妻と電気の同一

性を証明した彼は， 1756年には英国学士院会員に選ばれた。独学で知識人とし

ても最高の栄光にまで上り詰めたと言えよう O しかし，学者となったフランク

リンを待ち受けていたのは，祖国大ブリテンとアメリカの政治的動乱であった。

u学会と教育

第I節で、触れたように1724年からのロンドン滞在で，フランクリンがウォル

ポール時代のメトロポリスの文化的・商業的な繁栄に接したということは，無
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視できないことのように思われる O フランクリンが知りえた『蜂の寓話J

は， r社交性Jsociabilityと商業社会をめぐる論争であった。

業社会がもたらす社交性をめぐって様々な見解を提出した。徳と腐敗を焦点と

するオーガスタン論争は，市民的公共性の産物でもあった。オーガスタン時代

のイングランドはおそらく前代未聞の新しい市民社会を大きな規模で生み出し

つつあった。そしてそれは文化的辺境がやがて追いかける未来社会でもあっ

アこO

市民的社交的世界にはいくつもの側面あるいは層があって，そのなかには，

貴族的な洗練と上品さを練り広げる上流文化と公共心と仁愛の倫理もあれば，

中間程のやむことない権力欲・功名心・利己心の追求やホガースが好んで描い

たような下層民衆の狼雑・野卑な大衆文化もあった。シャ…フツベリやハチス

ンが前者に力占が置いたとすれば，マンヂヴイルは前者の欺臨・偽善を暴き，

として後者に注目した。市民的社交性の一世界は，小さな規模

では，共和政オランダなどの都市に先駆があったかもしれない。

市は多かれ少なかれ，新しい市民社会というべき特徴を持っていたであろう O

その典型，最先端がオーガスタン時代のロンドンにあった。

フランクリンがロンドンで見たものは，フイラデルフイアでの市民社会の形

成に生かされたであろう O 学会と教青の提案その他に市民社会の形成を目指す

フランクリンの忠想、が盛り込まれていた。フランクリンは前述のように， 1743 

年に「アメリカ哲学協会Jの設立を提案した。協力者はクエーカー教徒の

民・植物学者のジョン・パートラムやピーター・コリンスンであった。

「人び、とが当座の必要品にばかり心を奪われる，新しい植民地建設の初めの

骨折り仕事は，もう峠を越した。ひと息ついて，技芸を陶冶し，皆の知識の貯

えを増進するようなl騒ができてきた人び、とが各地で多く見られる O 忠索型の人

には，ときおり多くの暗示が生じたり，いろいろな所見が頭に浮かんだりする

にちがし、ない。そういったものは，仔細に検討し，追求し，向上させれば，イ

ギリス植民地のいくつかあるいは全部の利益になるような，または全人類の役
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に立つような発見を生むかもしれない

しかしながら，アメリカは広大で，人々は分散しているので，情報交換にし

ても容易でない。そこで学術協会を作り，フィラデルブイアに中心を置き，会

員が交流を深めようというのである O さらに提案は，ロンドンの英国学士院，

ダプリン協会との交流も行うとした。しかしながら，こうした協会だけで，

間の新興と成果の共有には十分ではなかった。そこでフランクリンは，その数

年後にはペンシルヴァニアに大学を設立しようと呼びかけた。 1749年10月の

『ペンシルヴァニアにおける若者の教育に関する提案jがそれである。

すでに植民地には 4大学があった。マサチューセッツのハーヴァード，コネ

ティカットのエール，ヴァージニアのウィリアム・アンド・メアリ，そして

ニューンヤーン (のちプリンスト である O フランクリンは，主

として， ミルトン，ロック，ブオーダイス (tこだしフランクリンは，フオーダ

イスの f教育論jをハチスンの著作と誤認していた)，ウォーカー，ロラン，

ターンブルなどの教育論その他を参照しつつ立論している九ミルトンとロッ

クはイングランドのピューリタンであり，フオーダイスとターンブルは，ス

コットランド，アバディーンの教授で，長老派であった。フオーダイスの教育

論がハチスンのものとされていたのは匿名だったからであろうヘ全体として，

この教脊案の根底に流れている思想は，プロテスタントの啓蒙という性格のも

のであると予想してよいだろう O その内容は，啓蒙思想家フランクリンの教育

論としてなかなか興味深いものがある O

4) 池田孝一訳 fアメリカ占典文庫 1 ベンジャミン・フランクリンj研究社， 1975年， 39ページ0

5) John Milton， P.ω-adise Regai n'd . . . With a Tract.αte 01 Education， 5th edn (1721)， John Locke， 
Some Thoughts concerning Education， 11th edn (1745)， David Fordyce， Dialogues con正:ermng

Education， 2 vols. (1745-1748)， Obadiah Walker， 01 Educauon (1687)， Charles Rollin， The 
Method of Studying and Teaching ill Belles Lettres， 4 vols.， 4th edn (1749)， George Turnbull， 
Observatiolls UPOll Liber.αl Educatioll (1742). 

6) r本書で引用された著者Jとして 4人目に挙げられている説明はこうである。町教育について
の対話.! 2巻，オクタヴォ版，大いに評価されており 3年間に 2版が出た。才能豊かなハチスン

氏 (r情念論Jの著者で， r美と徳の観念jの著者でもある)によって書かれたと想定されている

が，彼は青年の教育に経験豊富なグラスゴウ大学の教授である。JHou日ton(ed.)， 0ρ. cit.， p. 204 
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f正規の教養教育を受けられるアカデミーjがないのは当地の青年の不幸で

あるとの問題提起からこの小冊子は始まる o I青年のためのよい教育Jは「家

と国家の幸福の最も確実な基礎Jであると吉来賢人は考えてきた。したがっ

て， Iほとんどすべての政府が，自分自身と祖国に敬意を払って社会に尽くす

ことができる人間を次代に残せるような学校を設立し，相応の財源を与えるこ

とを重視してきた。J)

そこで町の近郊に学校を建て，

物理学の実験装置，

各国の地図，地球儀，数学用

鉱石見本，建物，機械学などあらゆる

種類の物に関する印刷物を鍛える o I校長はよき分別を有し，品行が正しく，

勤勉で忍i耐強く，諸国語および諸科学に通じ英語を純正に話しかっ書く

する O その下に必要な教師を置く。J8)

学科についてはこう提案している o I最も有用で最も装飾的であるようなも

のを教えること」で，それは学生の将来の職業を考慮したものである。きれい

く書くこと，版画の模写，遠近法による絵画，算術，会計，幾伺学

と天文学の初歩。英語は文法により教える O 最上の作家，アディスン，ポープ，

アルジャーノン・シドニ， (トレンチヤード，ゴードンの) rカトーの手紙Jな

どを古典とすべきである O それは「文体が明瞭かつ簡潔Jだからである O

文体を習得させるには手紙を書かせて読んだもの

きなおして， るO せるためには朗読， どをさせて，

アクセントの矯正など手助けする o (このあたりはスコットランドの啓蒙思想

家たちが発音を矯正するためにシェリダンなどを招いたことを努霧させるもの

がある。)

興味深いことに，ブランクリンは以下の大半を歴史教育の説明に割し、ている O

彼は歴史を重視したが，それは藍史が他の諸分野の知識と不可分であるという

こととも るo I歴史，たとえばギリシアやローマの歴史家の翻訳や古代ギ

7) Houston (ed.)，ψ'. cit.， pp. 204-205，邦訳，前掲番， 45ページ0

8) Houston (ed.)，ψ. cit.， p. 206，邦訳，前掲番， 46ページO
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リシアやローマに関する現代の歴史などをたえず読ませれば，ほとんどあらゆ

る種類の有益な知識を有利に，また学生にとって楽しく，手引きできるのでは

なかろうかfということで，その関連で，地理学，年代学，古代の習俗，

認が歴史とともにいかに学ばれるかを簡単に説明している O

rr道徳jは，歴史に表われる人の性格，財産，権力などの興亡の原因を

論じ，たえず考察・観察することによって教える O 節制，秩序，倹約，

勉，忍耐などの利点についても同じである O 実際，よき歴史を読めば，

般的な自然の傾向として，すべての種類の徳，公共精神，剛毅などの美し

さと有益さについての深い印象を青年の心に与えるのである

このように麿史が道徳と徳を教えるが，それだけではない。第二に，雄弁術

(Oratory) の意義もまた歴史から認識できる o r歴史を教えることにより，人

都市，諸国民を統治したり，向きを変えたり，導いたりす

る際に，どんなに f雄弁術jが素晴らしい効果をもつかを示せよう。」しかし

「現代の政治的雄弁術は言論出版によって主に遂行されているので，いくつか

の点での古代の政治的雄弁術に対する現代の政治的雄弁術の有利さが示される

べきである O というのはその影響はより広く，より永続的だからである。Jl1)

さらに歴史は宗教の意義も教えるo r公共的宗教jの必要性，すなわち，公

衆にとっての有益性，諸偶人にとっての宗教的性格の利点，迷信の害，すべて

の宗教の中でキリスト教が卓越していることを歴史は教える O この点に関して，

フランクリンはターンブルの議論を踏まえていることを注記している O~

第四に，歴史が教えるのは「市民的秩序や国制の利点，社会に結合し政府を

ることによって人びとと彼らの財産がいかにして保護されるか，彼らの

勤労が奨励され報償を受け，技芸が発明され，人生がはるかに快適になること，

o
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自由の利益，放縦の災害，よき法と正義の正しい執行から生じる利益，

であり，こうして政治学の第一原理が青年の心に定着するであろう O

腔史からは善悪，正邪も問題になる O そうした問題について

せるのがよL、。真理を発見する方法，推論の技術，弁護の論法，説得術などを

理解させるのであり，その際にはグロティウスとプーフエンドルフなど

が利用できる O 公開討論は想像力を高め，勤勉を刺激し，自然の諸能力を強化

するからである O

フランクリンは，翻訳ではなく，涼語で古典を読むことを誰奨ずる O

登場する偉人はギリシア語とラテン語とし、う最良の，最も表現力に

しい言語を話したのであって， r最上の著作，最も正確な作品，

人間の機知，叡智の最も完壁な著作物は，それらの言語で書かれ，すべての時

代に存続し，人間がこの世にある限り存続するであろう。」それで、神学志望者

はラテン5苦とギリシ

はラテン言苦とフランス

学ぶべきである O

のほかにフランス

フランス言吾とドイツ5苦とスペイン5苦を

しい f世界史jを学ぶべきである O その次に近代史，特にわが母国

そしてさらに植民地の歴史へと進むと良い。それには「植民地の興隆，

発展，大ブリテンにとっての効用，奨励，妨害等々，また植民地を繁栄させ，

その白患を保証する手段等々」についての考察が伴うべきである O

こうした歴史の次に自然史・博物学，園芸と農業を教えるのが有主主である O

「商業の歴史，すなわち諸技術の発明，諸製造業の勃興，貿易の発展，その中

心地の変遷，およびそれらの理由，原菌などの歴史ふ青年にとって面白くな

るであろうし，皆に役に立つであろう O そしてこれは他の分野の歴史における，

戦争に徒われた原動力や機械の在大な力と効果の説明と相まって，自然に，機

械学を学びたいとし、う願望，力のt~~、人間がそうした脅威を行い，労働が節約

され，製造が促進される等々の，その技術の原理を知りたいという

12) Houston (ed.)， 0ρ.正it.，pp. 210司 211，邦訳，前掲書， 48ページ。
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せるであろう O こうなれば….一..一….口.機械哲学の講義をする時期であろう氾3

こうした説明の後，最後に次の文章で、結ばれている o r仰が真の価値である

かということも，またつねに青年に示し，それは，人類，祖国，友人と家族に

仕えようとする性向と能力にあるのだと説明し，心に銘記させるべきである O

その能力は(神の祝福を得て)真の学問により，習得され，あるいは増大され，

すべての学問の大きな目標，目的であるべきである

このような教育案にフランクリンの啓蒙忠想家としての価値観が刻印されて

いることは古うまでもないであろう O それは他人が教育によって自らの能力を

高め，開発し，公共へも貢献できる人間になるという理念である O フランクリ

ンはこれ以外に「英語学校案」も公表した。これは古典諾を中心とする教育の

ほかに，実業教育を中心とする教育案であって，教育の複線化を説くものであ

るO 第一一学級から第六学級まで，段階的に英語力を高めることを中心とするカ

リキュラム しているが，読書リストとして，第二学級では fスベクテイ

ターJI の小品，

プリュシュ f自然の

ロランの『古代史jおよび『ローマ史J，ノエル・

，第四学級ではテンプル卿，ポ…プなどの

ジョンスン博士の f基礎倫理学L第五学級では fスベクテイタ，ジョンス

ン博士の『知性論J，そして第六学級ではティロットスン， ミルトン，ロック，

アディスン，ポープ，スウィフト， rスベクテイタ デイアン，]，ホメ

ロス，ウェルギリウス，ホラティウス，フェヌロンの『テレマコスJ，シュ

ヴァリエ・ラムジーの fシラスの旅Jを挙げている的。このリストは興味深い。

英語学校は職業課程重視だとしても，いかにフランクリンが古典と

な文献の教養を重視したか，このリストから容易に理解しうるであろう O

歴史教育を重視する先の教育案が出されたのは前述のように1749年で，フラ

ンクリンが43歳の時のものである O 英語学校案は1751年にリチヤード・ピー

13) Houston (ed.)，ψ. Clt.・， p. 213，邦訳，前掲書， 50ページ。

14) Houston (ed.)，ψ. cit.， pp. 213-214，邦訳，前掲書， 50…51ページ。

15) Houston (ed.)， op. cit.邦訳，前掲番， 51-56ページO
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ターズの『教育に関する説教』の巻末付録として刊行された。一見すると少し

早いようにも思えるが，フランクリンはこのように経験も

た40代半ばに教育案を出した。

も十分に備わっ

1746年には，植民地4番目の大学として，ニュージャージーに大学ができ，

しばらくしてプリンストン大学と改称した。中心となったのは植民地の長老派

のなかで，もう一度信仰に重点を置こうとした革新派のニュー・サイドであっ

た。やがてプリンストンにはスコットランドからウイザースプーンが学長に迎

えられ発展期を迎える O

ブランクリンはペンシルヴァニアにも大学が必要だと考えたので、あり， 1755 

にフイラデルフイア大学 (New College， Ac伐a紅吋d白lemy，and Cha但I

Phi註iladeιlphia心)の設立が決まつたO これはオールド・サイドのアリスン

(Francis Allison) が中心となり，スコットランド出身のアングリカン(国教

徒)であったウィリアム・スミス (WilliamSmith)が協力した。ピューリタ

ンではあったが，キリストの神格を否定したフランクリンは理神論的であり，

オールド・サイドとも思想的傾向は違っていた。とはし、え，フランクリン

学重視のプラクテイカルな思想、と教育案はある程度は影響を与えたのではない

だろうか。実際に，スミスが設けた職人養成クラスのカリキュラムはフランク

1)ンの英語学校案に似ていることをスミスは認めたヘけれども，フランクリ

ンがこの大学に直接の影響力をもてなかったとすれば，それはフランクリンが

植民地を代表してロンドンに渡ることになったことにもよる。

111 フランクリンの経済思想

18世紀後半になるとブリテン帝国は明確なイデオロギーとなり，プロテスタ

ント，海洋，商業，自由がブリテン帝自の特徴とされた。この帝国にとってア

メリカの地位はどのようなものであり，望ましい関係は対等なのか，従属なの

16) Sloan， Douglas， The Scottish Enlightenment and the American College Ideal， Teachers Col. 
lege Press， 1971， p. 83 
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かが間われた。すでに1751年にフランクリンは人口論を出版し，アメリカ

度成長を指摘していた(この論説はレイシズムむき出しの主張を含んでいるの

に，フランクリンがあまり攻撃されていないのは，ヒュームが黒人の才能を疑

問視する片言隻句によって， しばしば弾劾されているのと好対照である)。と

はいえ，植民地が幼弱である間は，支配と保護の関係はさほど疑問にならな

かった。英仏七年戦争の終結によって，支配と保護の関係は変容の時を迎えた。

植民地は急成長を遂げているけれども，北部に未開拓の土地があるので 1

世紀は農業国に留まるであろうとフランクリンは見ていた。彼はヒュームの

1760年の論説「貿易の嫉知についてjの議論を歓迎した。それは人為を超えた

市場の法則が，先進国の優位をいずれは覆し，後進国が追い上げるという

を明示したものとして，先進国の倣慢を戒め，後進国を激励するメッセージと

なった。けれども，この論説に関してはタッカ…との論争が展開され， タッ

カーは先進国の優位の持続説を主張した。ヒュームはタッカーに譲歩したとさ

れているが， しかし， ヒュームがタッカーにどこまで譲歩したかについては解

釈の余地があり，論争テーマとなってきた。とはいえ，同時代人がどう受け止

めたかということも重要であって フランクリンのアメリカにとってそれは支

となる議論であった。

ビュームの自由貿易論は，ロックとハチスンの抵抗権論，同じくヒュームの

理想、の共和国案などとともに フランクリンのみならずアメリカ人を激励した。

ヒュ…ムの見地に立てば，母国の植民地規制jは，おのずから，すなわち長期的

には，無効になるという結論が出てくる O ヒュームは後進国に対

化するモノカルチュア経済を推奨することはなかった。農業が大きなウェイト

を占める社会もやがて手工業を生み出すようになることが経済発展と富裕化に

とって不可欠であると考えていた。

インダストリ(勤労)に励むこと自体は必要であり，

件が不利であっても後進国は農業だけでなく，手工業も育成するように努力す

べきである O ヒュームの自由貿易論は単線的な国際分業論ではない。
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と国内分業(国内市場)との振動あるいは相互発展，前者から後者への重心移

動を視野に置いた複合理論である O ある積度の国際分業は風土的，地理的条件

から，必要である O しかし，一国は農業だけでなく得意な手工業もあってはじ

めて豊かになりうる O 工業製品の幾割かは国産でなければならない。一国から

なくなるのも論外であるが，農業だけで経済を営むのも望ましくない。

論説を読む探り，ヒュームには農業を高貴な技指として尊ぶとし、う思想がな

いように思われる。自然と親しむ農業は，多面的な作業を必要とする複雑な事

もあるから，単純な機械的技術(手工業)より高貴であるとし、う思想が，

アリストテレス，ヴェルギリウス，キケロなど古典古代以来，受け継がれてき

た。啓蒙の時代においてはフランスのケネーなどのフィジオクラート

派，自然支配を意味する)がよく知られているだろうが，スミスもその弟子の

ミラーも農業を活動として讃美している O

農業への関心ではフランクリンは，ヒュームよりケイムズ卿に近かった。ブ

ランクリンは『ジェントルマン・ファーマーj という著作もあり，みずからも

ジェントルマン・ファーマーであったケイムズと会い，手紙も交換していた。

、ても話し合ったことは間違いないであろう O 紙数の関係で経済思想、

については改めて論じたい。

IV フランクリンの政治思想

フランクリンは独立革命に関与したが， もともと急進的な思想家ではなかっ

た。すでに見た教育案に登場・した文献などからもうかがし、知れるように，個人

の自助努力を重視する，むしろ穏健な自由主義者であった。

フランクリンは建設的な政治家として活動した。 1748年にフイラデルフイア

になって以降，フランクリンは51年にはペンシルヴァニ

53年には植民地郵政長官代理を歴任し，植民地の発展のために活動した。それ

は大ブリテンの植民地としての発展とL、う意味である。

フランクリンは， 1754年の「オルパニ (オルパニーはニューヨー
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ク近郊の地名)を執筆した。それはインデイアンとフランス植民地の存在を意

した，植民地の統合運動の一案であった。 1607年のヴァージ、ニア植民地に始

まり， 1732年のジョージア植民地にし、たる植民地建設は， I建設の時期，動機，

契機，統治形体を異にして，分散的であったが，対外的緊張関係の存在が，

植民地問の統合を求めさせ，いくつも れた。 1643年のニューイ

ングランド連合， 1685年から88年にかけてのニューイングランド・ドミニオン，

1697年のウィリアム・ベンの連合案， 1754年のオルパニ一連合案までは，イン

デイアンとフランス横民地に対する緊張関係とし、う文脈のものであった。その

後の1774年の大陸会議におけるジョージフ・ギャロウェイの帝国連合案と対英

通商断絶大陸同盟は，大ブリテンに対する対抗の文旅のものとなる O

植民地連合案については斎藤異によれば4類型がありえた。連合の形成のイ

ニシアテイヴが植民地側にある「内発的連合Jと本国政府側にある「外庄的連

合J，連合組織の意思決定が植民地代表の連合議会に委ねられる「自治的連合j

と しての本国側の決定権が重視される「帝国的連合jの4つであ

るO ブランクリンが関係した「アルパニー」は複合型であった。斎藤はこう述

べている O

ーューイングランド連合はほぼ完全な内発型自治的連合であり，ニュ

イングランド・ドミニオンはほぼ完全な外圧型帝国的連合といえる O オル

パニ一連合案は，いささか他面的であり，内発型自治的連合，

的連合，さらに内発型帝国的連合の性格をもっO まさにそれ故に，植民地

側も本国政府側もオルパニ一連合案を採択できなかった。連合の代わりに

本国政府が採用したアメリカにおけるイギリス箪総司令官制をも

として捉えるならば，それはし、うまでもなく外圧型帝国的連合の形体

に属する。J(斎藤，前掲書， 105-106ページ)

ニューイングランド連合がいち早く目指した内発的岳治的連合が大陸

17) 斎藤異『アメリカ革命史研究J東京大学出版会， 1992年， 104ページO



ベンジャミン・フランクリン (553) 29 

も採用され，その後のアメリカが追求するものとなる O

フランクリンの大連合案の狙い川は，各州、!から代表を出す大会議に結集し，

北アメリカの植民地連合を創設することによって， (インディアンやフランス

植民地などからの)脅威から自らの安全を確保すること(理由 1) ，個々の植

民地より統ーしたほうが5郎、こと(理由 z)，各植民地の個加利益追求を避け

て全殻的善を促進すること(理由 3)，インデイアンとの貿易は連合で規制す

るほうがうまくいくこと(理由 4)，オハイオと湖の西部の新しい植民地の形

成を指導することなどであった(理由 5)0そこにはフランス植民地とフラン

スに対抗して大ブリテンの貿易と力を増強することへの明示的な表明こそ見ら

れるものの，大ブリテンからの独立の意図はまったくなかった。フランクリン

は，この連合によって植民地が独立した州(邦)として行動するのではなく，

統一体であるとしづ意識を持つようになることを期待した(理由 6)0

オルパニ一連合案は成立しなかったが，フランクリンは57年にはペンシル

ヴァニアを代表して英国に渡った。その後一度は植民地に戻って，ペンシル

ヴァニ もなったが，やがて再度英国に渡り，

代表として，その後ながくブリテンと植民地の関係改善のために尽力した。ブ

ランクリンはアメリカが大ブリテンの 4地域(イングランド，スコットランド，

ウエールズ，北アイルランド)と共に同じ国王を戴く対等の邦として複合君主

国になるという帝国の原像を抱いていたように思われる O

ロンドン時代のフランクリンは，職務にいそしむ傍ら z度のスコットラン

ド旅行を狩っており z度目はアイルランドからスコットランドへと旅をして

いる C まだ帝国と植民地の関係はそのような旅行を許すものであった。フラン

クリンは，ケイムズ卿と親しく交友するとともに，年少のビュームやスミスと

も親交を深めた。またフランクリンは，植民地からスコットランドなと、へと留

学する青年に，ことあるごとに懇切な世話を焼いており，フランクリンの広い

18) Houston， Alan (ed). 丹仰klin，The Autobiograρhyωzd Other Writings，ψ. cit.， p. 240. こ

の連合案の内蒋と文脈については斎藤，前掲番， 112-117ページを参照されたい。
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人間関係が威力を発揮した。

フランクリンがブリテンにいて遠くから眺めていた英仏七年戦争(アメリカ

ではフレンチ・インデイアン戦争:1756-1763年)は愛国者ピットが指捧した

あり，植民地ではワシントンが軍人として経験をつんだ。戦総はアメリ

カではオハイオ渓谷の領有権からカナダへと拡大した。英仏両国は植民地拡大

を目指しており，早晩雌雄を決するときが来るのは，予想されていた。しかし

英仏の覇権争いはアメリカにおける両国の軍事的対決に留まらず，ロシア，プ

ロイセン，オーストリア，スペインを巻き込み，戦線はヨーロッパ，カリブ、海

域，西アフリカ，インド，フィリピンへと拡大し，レーニンが

と呼んだように，さながら世界戦争であった。

七年にわたる消耗戦の結果，大ブリテンが勝利をおさめたとはいえ，戦争の

きし戦後の植民地経営に大きな問題を引き起こした。 路大な戦費に

よる巨大な財政赤字を抱え込んだ母国は植民地課税に踏み切った。しかし，関

税ではなく，植民地への直接の課税は前代未聞であった。そもそも課税と代表

の一体性はロックが明確に表明したように，英国の国制の歴史的伝統であった。

もともと税金は一時金として，封建中世にあって国王が戦費を賄うために諸侯

が集まる封建議会において諸侯に支援を要請するということから始まった。し

たがって，古来の国制として伝承されてきた思想的伝統において課税は同意を

必要とするものだったのである O チューダー朝からステュアート朝へと

治が発展する中で，国民を代表する議会の同意が決定的な重要性を持つように

なっでいた。そして17世紀の内乱を経て，均衡問制として確定

制は，国王，貴族i涜，庶民i涜の均衡と牽制の制度として，統治経費を賄う課税

はますます重要な要素となっていた。統治者が自ら調達するものではなく，各

干重の租税によって賄うべきものとなった。

合邦と財政金融革命によって大ブリテンが大きな植民地を要する帝国になる

につれ，統治経費はますます巨大になって行く O 領土も人口も経済の規模も拡

大し，官僚機構も軍隊もますます大規模になりつつあった。大ブリテン
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的帝国である として拡大したが，帝国の経営費は百大なもので

あった。そうしたなかで、北米植民地の発展は臼を見張るものがあった。こうし

た文脈において，大ブリテン政府が植民地課税を考えるのは理の当然であっ

イングランドでは印紙税は1694年から行われていた。それを植民地にも課す

という印紙法案を1765年 3月に本国議会は可決した。植民地の法的書類，保険

新開，暦などに註接課税されることになったが， しかし，植民地は課税

に応じなかった。印紙法会議が関かれ，課税に反対との決議が行われたが，そ

れにもまして民衆の暴力行為が功を奏した。本関長与はこう書いている。

11765年8月14司に，マサチューセッツの印紙配布官のオフィスと自

が襲って破壊し，翌日には印紙法を執行しない約束をとりつけた。このニュー

スが他の植民地に伝わると，各地で同じような暴動ないしその危険が発生し，

印刷業者，親方職人，小規模の蕗人など，社会の中間層に属する

人びとを中心として，各地に「自由の子供たちjと称する抵抗組織がつくられ，

かなり過激な行為一一本国からの役人の人形を焼くとか，印紙取扱者を辞任さ

せるとか，本国製品の輸入をおさえるなど一一ーを重ねるに至った。本国では首

相が代わり，……1766年 2月に印紙法は 1年足らずで、撤回されてしまった

理性以上に，民衆の過激な直接行動，あるいは暴力がきわめて有効であった。

1774年にマサチューセッツ総督トマス・ハチンスンの免職請願事件が起こっ

た。そのきっかけは，二年前のフランクリンによるハチンスンの手紙の漏洩で

あったへ印紙法の発案者，本国政府高官トマス・ウェートリ (Thomas

Whately) に宛てたアメリカ人の手紙がたまたまフランクリンの手に入った。

手紙は1767年から69年に書かれたものであるが，そのなかにハチンスンのもの

があった。ボストンに生まれたハチンスンは当時，副総督であったが， 1イギ

リス人の自由Jは植民地では制限すべきであると書いた。宣言法だけでは駄目

19) 本関長世『共和国アメリカの誕生 ワシントンと建問の理念，jNTT出版， 2006年， 107ω108 
肉、十

ベーンO

20) 以下基本的に， Morgan， Edmund S" Ber，ぴmunFranklin， Yale U. p" 2002， pp， 185-188，および
本間，前掲書， 142-144ページ。
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で，議会は植民地の不買運動を挫き，処罰しなければならないと述べた。ハチン

スンは祖国を内乱，無政府状悪から救う策を述べたつもりであったが，フランク

リンにはし、っそうの自由の規制は植民地にとっても帝国にとっても破滅であった。

ハチンスンはフランクリンにマサチューセッツの混乱は一人か二人の策謀に

よると語ったが，フランクリンにはそれはハチンスンを意味した。そこで手紙

を公表すれば議会への反感はハチンスン一味に向けられ，事態が収拾できると

判断したフランクリンは，手紙をマサチューセッツに送った。しかし，手紙の

公表は植民地人の怒りに油を注ぐ結果となった。やがて1774年 1月初日に，フ

ランクリンは枢密院のいわゆる「闘技場Jに呼び出され，法務次官ウェダパー

ンの厳しい尋問を受けた判。辱めを受けたフランクリンは 1時間の関，沈黙

に終始したと雷う O 結局，フランクリンは騒動の首謀者だということになり，

北アメリカ郵政長官代理の職を解任された。こうして意図せざる歴史の援開に

よって，フランクリンは植民地独立の方向に大きく舵を切ることになった。

スコットランド出身のウェダパーン (AlexanderWedderburn， 1733-1805) 

はエデインパラ大学で学び， 1754年にスコットランドの法曹となった。 1756年

にはジョン・とュームの『ダグラスj事件があり，ウェダパーンはヒュームを

擁護した。それはロパートスンなどモヂレ…ト知識人の雑誌『ヱデインパラ・

レヴュjの同人であった彼の思想、から当然であった。モデレートは守!日的長老

派が牛耳るスコットランドに社交的な文明を普及し，社会の自由主義的な改革

を推進しようとしていた啓蒙派であった。彼らは合邦を所与として受け入れ，

イングランドの忠由な文化を導入しようとした体制内改革派としてアーガイル

派に近く， したがってアーガイル公爵の恩顧を受けてもいたが， rエデインパ

ラ・レヴュjがスコットランド教会の民衆派:正統派の攻撃を受けて 2号で刊

行停止となるほど守旧派の力も強かった。

1757年にウェダパーン加は， ケイムズのi日い言命高文であったロックハート

21) Morgan， op. cit.， pp. 202-203. 

22) Ross， Ian Simpson， Lord Kames and Scotland of his Dαy， Oxford U. P.， 1972， p. 169 
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(Alexander Lod王hart) と 口論をし，謝るどころ

クレイギーを侮辱してさっさと法曹を辞任し，イン/グランドへ出たO

インナー・テンプルに迎えられたウェダパーンはピュート卿の恩顧紛を得て，

となり(1768-1778)，また1771年には法務次官に昇進していた。トー

リーを捨てて1769年にはウィルクスを擁護したウェダパーンは， トーリーに

ってノ…ス内閣に入り昇進を遂げ，最後には1793年には大法官にまでなっ

変わり身も早かったが，彼の弁論能力は卓抜だったのであろう o 70歳近くに

なっていた老フランクリンは， 30蔵近く年下のウェダパーンの弾劾をどのよう

な思いで、耐えたであろうか。

1775年には武力衝突が避けられず，フランクリンは植民地に戻り，アメリカ

の独立のために力を尽くした。彼はペンシルヴァニアナH代表として大陸会議に

参加し， 76年には独立宣昔起草委員のひとりとなり，宣言書に署名した。

ブランクリンは，その直後76年暮れから85年にかけておよそ10年近くフラン

スに滞在して，世論のアメリカ支持を勝ち取るために活動した。フランクリン

の活躍によってアメリカは， 78年にはフランスとの同盟条約を結び， 83年には

大ブリテンから独立の承認を取り付けるパワ条約を締結した。フランス滞在は

フランクリンにとって実り多いものであった。外交的成功がまずあげられるが，

フランスの啓蒙思想家との交流もあった。 1788年にフランクリンはヴォルテー

ルと会った。それは新!日世界の思想界の代表の避遁であった。

やがて，アメリカ独立革命はフランスに革命精神を伝える O しかし，フラン

ス革命はアメリカとはまったく異なる課題を持ち，まったく異なった運命を辿

ることになる O

23) ジョージ 3世の側近としてビュートは惜しげもなく恩顧を支持者に与えた。例えば， wダグラ

スjのとュームはビュートの秘書となり， 300ポンドの年金とさらに問額の価値ある官職を得た。

ウェダパーンの発音を矯正したシェリダンは200ポンドの年金を得た。 Griffin，ψ.cit.， pp. 61-62 


